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問1 硫酸銅水溶液に亜鉛片を入れた際、亜鉛の表面に赤褐色の物質が付着する反応が見られました。このとき現れた物質である
「銅」の化学式として正しいものを選択肢から選びなさい。 （2023年　長野公立入試　類似）

1.  Cu 2.  Zn 3.  Mg 4.  Cl

問2 100gの質量パーセント濃度15%の塩化銅水溶液がある。この水溶液をすべて電気分解したとき、陰極に析出する銅の質量は何
gになるか。ただし、塩化銅に含まれる銅と塩素の質量比を10：11とし、小数第2位を四捨五入して求めなさい。 （2024年　沖縄公立

入試　類似）

1.  7.1g 2.  7.5g 3.  7.9g 4.  15.0g

問3 塩化銅水溶液の電気分解において、電源装置のプラス端子側に接続した電極付近で発生する物質の性質として、正しい説明は
どれですか。 （2024年　愛知公立入試　類似）

1.  特有の刺激臭があり、赤色のイ
ンクを脱色する漂白作用がある

2.  マッチの火を近づけると、音を
立てて爆発的に燃える

3.  火のついた線香を入れると、線
香が炎を上げて激しく燃える

4.  石灰水に通すと、石灰水が白く
濁る

問4 うすい硫酸とうすい水酸化バリウム水溶液を混ぜ合わせたとき、中和反応によって水とともに生成される、水に溶けにくい白
色の沈殿物の名称を答えなさい。 （2016年　滋賀公立入試　類似）

1.  硫酸バリウム 2.  酸化バリウム 3.  水酸化バリウム 4.  硫酸マグネシウム

問5 次の物質の中から、水溶液にしたときに電流を流さない「非電解質」に分類される物質の組み合わせとして正しいものを答え
なさい。 （2026年　高知公立入試　類似）

1.  砂糖 ・ エタノール 2.  食塩 ・ 砂糖 3.  塩化水素 ・ 水酸化ナトリウム 4.  エタノール ・ 塩化銅

問6 窒素と水素から合成され、鼻を突くような特有の刺激臭を持ち、水に非常に溶けやすい性質がある気体の名称を答えなさい。
（2018年　群馬公立入試　類似）

1.  アンモニア 2.  二酸化炭素 3.  酸素 4.  水素

問7 水酸化バリウム水溶液に硫酸を滴下していく際、中和点に達するまでの間、液中の硫酸イオンがほぼ存在しない理由として最
も適切な説明を選びなさい。 （2019年　山梨公立入試　類似）

1.  硫酸イオンがバリウムイオンと
結びつき、水に溶けにくい沈殿を
つくるため。

2.  硫酸イオンが水素イオンと反応
して、水分子へと変化するため。

3.  硫酸イオンが空気中の二酸化炭
素と反応して、気体となって放出
されるため。

4.  硫酸イオンが水酸化物イオンと
結びつき、水酸化バリウムを再形
成するため。

問8 うすい硫酸10mLに水酸化バリウム水溶液を滴下し、ちょうど中和したときの水溶液の体積が10mLであったとします。この実
験において、滴下した水酸化バリウム水溶液が0mLから10mLまでの間、バリウムイオンが水溶液中にほとんど存在しない理
由を説明したものとして、正しいものはどれですか。 （2026年　大阪公立入試　類似）

1.  バリウムイオンが硫酸イオンと
結びつき、水に溶けにくい物質と
なって沈殿するため。

2.  バリウムイオンが水素イオンと
反応して、水分子の一部に変化し
てしまうため。

3.  バリウムイオンが水酸化物イオ
ンと反応し、気体となって空気中
に放出されるため。

4.  バリウムイオンが電子を受け取
ってバリウム原子となり、電極に
付着するため。

問9 酸素分子が水および電子と反応して生成され、水溶液をアルカリ性にする原因となるイオンの名称を答えなさい。 （2018年　群馬公立

入試　類似）

1.  水酸化物イオン 2.  水素イオン 3.  ナトリウムイオン 4.  塩化物イオン

問10 ビーカーに入れた塩酸にBTB溶液を数滴加えた後、こまごめピペットを用いて水酸化ナトリウム水溶液を少しずつ滴下しなが
ら、中和の進行を確認する実験を行った。滴下を開始してから水溶液が中和点に達するまでの間、ビーカー内の水溶液が酸性
を示しているときに見られる色はどれか。 （2015年　鹿児島公立入試　類似）

1.  黄色 2.  緑色 3.  青色 4.  赤色
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
Cu

硫酸銅水溶液中の銅イオンが電子を受け取ると、金属の銅となって現れます。銅の化学式はCuで
す。選択肢にあるZnは亜鉛、Mgはマグネシウム、Clは塩素を表す化学記号です。

問2 答え 1
7.1g

まず、100gの水溶液に含まれる溶質（塩化銅）の質量を求めます。質量パーセント濃度が15%で
あるため、100g × 0.15 = 15g となります。次に、塩化銅15gの中に含まれる銅の質量を計算し
ます。銅と塩素の質量比が10：11であることから、塩化銅全体を「10 + 11 = 21」としたとき、
銅はそのうちの「10」に相当します。したがって、15g × (10 / 21) ＝ 7.14...g となり、小数第
2位を四捨五入して7.1gとなります。

問3 答え 1
特有の刺激臭があり、赤色のインクを脱
色する漂白作用がある

塩化銅水溶液の電気分解で、陽極（プラス極）から発生する物質は塩素です。塩素には、特有の強
い刺激臭があるほか、インクなどの色素を破壊して白くする「漂白作用」や、菌を殺す「殺菌作
用」があることが大きな特徴です。マッチの火で燃えるのは水素、線香を燃やすのは酸素、石灰水
を濁らせるのは二酸化炭素の性質です。

問4 答え 1
硫酸バリウム

硫酸（H2SO4）と水酸化バリウム（Ba(OH)2）が反応すると、中和によって水（H2O）と塩であ
る硫酸バリウム（BaSO4）が生じます。硫酸バリウムは、水に溶けにくい白色の沈殿となる性質を
持っており、この反応を利用して水溶液中のイオンの変化を調べる実験がよく行われます。

問5 答え 1
砂糖 ・ エタノール

砂糖（スクロース）やエタノールは、水に溶かしても電流を流さない非電解質の代表的な例であ
る。一方で、食塩（塩化ナトリウム）、塩化水素、水酸化ナトリウム、塩化銅などは、水溶液中で
陽イオンと陰イオンに分かれるため、電流を流す電解質に分類される。

問6 答え 1
アンモニア

刺激臭を伴い、水に極めて溶けやすいという性質を持つ気体はアンモニアです。常温では無色で、
水に溶けるとアンモニア水となり、アルカリ性を示すという特徴があります。

問7 答え 1
硫酸イオンがバリウムイオンと結びつ
き、水に溶けにくい沈殿をつくるため。

中和反応によって生じる硫酸バリウムは、水に溶けない性質を持つ「塩」です。中和が完了するま
では、ビーカー内に反応相手となるバリウムイオンが豊富に存在するため、加えられた硫酸イオン
はすべてこの沈殿の構成成分となり、水溶液中を自由に動けるイオンの状態ではなくなります。こ
のため、中和点までは硫酸イオンの数はほぼゼロの状態で推移します。

問8 答え 1
バリウムイオンが硫酸イオンと結びつ
き、水に溶けにくい物質となって沈殿す
るため。

硫酸（H₂SO₄）と水酸化バリウム（Ba(OH)₂）の反応では、バリウムイオン（Ba²⁺）と硫酸イオン
（SO₄²⁻）が結びついて硫酸バリウム（BaSO₄）が生成されます。硫酸バリウムは水に非常に溶け
にくい性質を持っているため、水溶液中では沈殿として存在し、イオンの状態ではほとんど存在で
きません。このため、中和点に達して硫酸イオンが完全に消費されるまでは、バリウムイオンの数
は増えません。

問9 答え 1
水酸化物イオン

水溶液がアルカリ性を示すのは、水酸化物イオンが含まれているためです。このイオンは酸素分子
が電子を受け取り、水と反応することで生成される性質を持っています。酸性を示す原因である水
素イオンと混同しないよう注意が必要です。

問10 答え 1
黄色

酸性の塩酸にアルカリ性の水酸化ナトリウム水溶液を加えていくと中和反応が起こるが、完全に中
和されるまでは液中に水素イオンが残っているため、液性は酸性のままである。BTB溶液は酸性の
状態で黄色を示す性質があるため、中和が完了して緑色に変わる直前までは黄色が維持される。


